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連 結 注 記 表

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項等

1.連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 30社

主要な連結子会社名
SMK Electronics Corporation, U.S.A.
SMK Manufacturing, Inc.
SMK Trading (H.K.) Ltd.
SMK Electronics (Dongguan) Co., Ltd.
ऩउؚਊ৴ভੑফ২ेॉؚSMK-LOGOMOTION(株)については、平成
27ফڱাपৗञपਝয়खञऒधपेॉؚマイテック(株)については、平成
27ফ12月に株式を取得したことにより、連結の範囲に含めております。
また、SMK Europe N.V.及びSMK (U.K.) Ltd.मਊ৴ভੑফ২রप
したため、連結の範囲から除外しました。

2.持分法の適用に関する事項
(1)持分法を適用した関連会社の数 １社

会社等の名称
茨城プレイティング工業(株)

(2)持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項
持分法適用会社の茨城プレイティング工業(株)の決算日は４月30日であり
ますが、連結計算書類の作成に当たっては、３月31હदෘৠ॑ষढ
ております。

3.会計方針に関する事項
(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
その他有価証券

時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額
मؚ৸ෞৱਓઉো১पेॉ૪৶खؚਲ਼ేਉमؚ
移動平均法により算定)

時価のないもの 移動平均法による原価法
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②デリバティブ
時価法

③たな卸資産
通常の販売目的で保有するたな卸資産
評価基準は原価法(ઽஇਙभৣपेॊજॉৣऑभ্১)によってお
ります。

製 品 売価還元法
仕 掛 品 主として最終仕入原価法
原 材 મ 最終仕入原価法
連結子会社は主に移動平均法

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法
①有形固定資産(リース資産を除く)

૨১ؚ৴ভमपપ১
ただし、平成10ফڰা１ਰఋ੭खञ૦(建物付属設備を除く)につ
いては、定額法によっております。
ऩउؚਊलব৴ভपउऐॊऩິ৷ফਯमઃभधउॉदघ؛

建物及び構築物 50ফع10
機械装置及び運搬具 10ফعڰ
工具、器具及び備品 ６ফع２

また、平成19ফگা31日以前に取得したものについては、償却可能限
২પऽदేऋીവखञโফऊैڱফदಉేघॊ্১पेढथउ
ります。

②無形固定資産(リース資産を除く)
定額法
ऩउؚਊलব৴ভपउःथؚঽਹ৷भ९ইॺक़ग़॔भິ
৷ফਯपणःथमؚपउऐॊਹ৷૭ચ(ڱফ)に基づいておりま
す。

③リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
জش५॑ິ৷ফਯधखؚଋோપ॑८টधघॊપ১पेढथउॉ
ます。

(3)ਏऩਬਊসभੑ੦
⋇ਬਊস

ઝਥभोपेॊଷपइॊञीؚಹઝਥपणःथमৰౚ૨
पेॉؚೃઝਥಉ્भઝਥपणःथमશपઽ૭ચਙ॑ྠ੧
खؚઽਂચৄપ॑ੑखथउॉऽघ؛
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⋈ೖଖਬਊস
従業員に対する賞与の支給に充てるため、当社及び国内連結子会社なら
लपभਲਗ৴ভपणःथؚਊ৴ভੑফ২ଜਰఋपउऐॊ੍
ஔৄપभअठؚਊ৴ভੑফ২पരघॊ੍ஔৌपৌૢघॊসપ
を計上しております。

⋉૽৩ೖଖਬਊস
૽৩पৌघॊೖଖभ੍ஔपౄथॊञीؚਊ৴ভੑফ২पउऐॊ੍ஔৄ
込額に基づき計上しております。

④૽৩༸ௌਬਊস
ഁ૽लষ૽৩भ༸ௌসभ੍ஔपइॊञीؚૠप੦तऎਊ
৴ভੑফ২ଜਏ੍ஔપ॑ੑखथउॉऽघ؛

(4)その他連結計算書類の作成のための重要な事項
⋇ஔહपબॊভੑ૪৶भ্১

ஔહৄપभషര্১
ஔહઝਜभपँञॉؚஔહৄપ॑ਊ৴ভੑফ২ଜऽ
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっており
ます。

ਯ৶ੑभ୷౮भા৷૪৶্১
ਯ৶ੑभ୷౮मؚ৴ভੑফ২भেৎपउऐॊజ৩भ
ଋோඐਜਰभभফਯ(ڱফ)による定額法により按分した額
॑जोझोেभโ৴ভੑফ২ऊैા৷૪৶घॊऒधधखथउॉऽ
す。

②のれんの償却方法及び償却期間
؛ফभપ১पेॉేखथउॉऽघڱ

③ાઘಉभভੑ૪৶
ાઘल্ાઘभভੑ૪৶मؚ税抜方式によっており、資産に係
ॊඓৌਗાઘल্ાઘमਊ৴ভੑফ২भા৷धखथ૪৶
しております。

ভੑ্ଉभಌ

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25ফڵা13日。以下
「企業結合会計基準」という。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基
準第22号 平成25ফڵা13日。以下「連結会計基準」という。)ؚलَহী
等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25ফڵা13؛ਰৣَহী
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等会計基準」という。)ಉ॑ਊ৴ভੑফ২ऊैి৷ख੍ؚଦऋಲਢखथःॊৃ়भ
ভपৌघॊਊभীपेॊ୷પ॑ৱমসधखथੑघॊधधुपؚ
੭ঢ়৴ા৷॑েखञ৴ভੑফ২भા৷धखथੑघॊ্১पಌःञखऽख
ञ؛ऽञؚਊ৴ভੑফ২भਰৰऔोॊ੫়पणःथमؚྫऩভ
ੑ૪৶भનपेॊ੭ਉभଦীપभৄઉखऋ੫়ফ২भโফ২पষॎोञ
ৃ়पमؚਊჾৄઉखऋষॎोञফ২भଋৈपৌघॊ୶પ॑યীંघॊध
ともに、当該影響額の反映後の期首残高を記載する方法にಌःञखऽघ。加えて、
ਊෞਹஇಉभંभಌलਯઙীऊैశ੍ଦઙীषभંभಌ॑
ষढथउॉऽघ؛
企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会
計基準第44－５項(４)लহীಉভੑ੦ਸ਼57－４項(４)に定める経過的な取
ඞःपజढथउॉؚਊ৴ভੑফ২भৎਡऊैలਟपॎञढथి৷खथउॉऽ
す。
ऒभટؚਊ৴ভੑফ২भਹஇؚ経ଞਹஇलઘসಉ৹ତਊෞਹஇपଖ
える影響は軽微であります。
ਊ৴ভੑফ২भ৴ઙৱমಉੑછभৱমসभଜଋৈपଖइる影響
はありません。

連結貸借対照表に関する注記

1.担保に供している資産及び担保に係る債務
(1)担保に供している資産

建物及び構築物 2,034百万円
機械装置及び運搬具 229百万円
工具、器具及び備品 86百万円
土地 820百万円
計 3,170百万円

(2)担保に係る債務
ಢোস 5,760百万円
শোস 1,678百万円
計 7,439百万円

2.થಕৱਓभేྸੑપ 50,946百万円
ేྸੑપपमؚଷྸੑપ॑அीथંखथउॉऽघ؛
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連結株主資本等変動計算書に関する注記

1.ਊ৴ভੑফ২भଜपउऐॊষੋઙૄभரథलਯ
普通株式 79,000,000株

2.配当に関する事項
(1)ଦਊস੍௸પ

決議 株式の種類 ଦਊসभપ
（百万円）

１株当たり配当額
（円） 基準日 ৡে

平成27ফڲা23日
定時株主総会 普通株式 647 9 平成27ফگা31日 平成27ফڲা24日

平成27ফ10月23日
取締役会 普通株式 420 6 平成27ফ９月30日 平成27ফ11月19日

(2)੦ऋਊ৴ভੑফ২पരघॊଦਊभअठؚଦਊभৡেऋโ連結会
ੑফ২となるもの
⋇ଦਊসभપ 561百万円
②１株当たり配当額 8円
③基準日 平成28ফ３月31日
⋊ৡে 平成28ফ６月23日
なお、配当原資については、ਹஇসधघॊऒध॑खथउॉऽघ؛

3.ਊ৴ভੑফ২ଜभৗઙ৺ਥقਥਹষઞभੂऋงਟखथःऩःुभ॑
除く。）の目的となる株式の種類及び数

普通株式 314,000株
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সૹષपঢ়घॊି੶

1. সૹષभ૾யपঢ়घॊহඨ

(1)সૹષपৌघॊੌ্ଉ
ਊॢঝشউमؚৱসઈ৷पणःथमप৸ਙभৈःসৱਓदઈ৷खؚ
ऽञؚৱস৹पणःथमষোपेॊ্ଉदँॉऽघ؛ॹজংॸॕঈ
मؚघॊজ५ॡ॑ೂघॊञीपਹ৷खथउॉؚਃ৯भॹজংॸ
ॕঈਬमষॎऩः্ଉदँॉऽघ؛

(2)সૹષभઍलजभজ५ॡధलपଵ৶৬
ઝਥदँॊਭুलਲ਼ෳসमؚ൹भਦ৷জ५ॡपᑨऔोथउॉ
ऽघ؛ਊჾজ५ॡपঢ়खथमؚਊॢঝشউभଖਦଵ৶੦पజःؚਬ
ओधभଵ৶लଋৈଵ৶॑ষअधधुपؚਦ৷૾ய॑ڭফओधप৹
ਪखؚଖਦ॑ৄઉघଵ৶৬धしております。投資有価証券である株式は、
市場価額の変動リスクに晒されておりますが、定期的に把握された時価が
取締役会に報告されております。
ઝਜदँॊ੍௸ুलେෳসमؚजभऺध॒नऋڭফਰभ੍௸
日であります。また、グローバルに事業を展開していることから生じてい
る外貨建債権債務に係る為替の変動リスクを軽減するため、為替予約取引
॑ষढथउॉऽघऋؚਗో૦ઝਥઝਜभ೧दষअऒधधखथउॉऽघ؛
োসभअठؚಢোসमपਬपબॊৱস৹दँॉؚশ
োস(ਉಋधखथڱফਰ)मपਝৱपબॊৱস৹दँॉऽघ؛
সਹभোসमؚসਹभজ५ॡपᑨऔोथउॉऽघऋؚऒभअठশ
भुभभपणःथमؚসਹজ५ॡ॑ೂするため、デリバティ
ブ取引(সਹ५ডॵউਬ)॑ঊॵ४ুधखथਹ৷खथउॉऽघ؛ঊॵ४
भથਙभ௬্১पणःथमؚসਹ५ডॵউभ્૪৶भਏ੯॑ञख
थःॊञीؚजभਖ਼॑ुढथजभથਙभ௬॑റखथउॉऽघ؛
ॹজংॸॕঈਬभষ؞ଵ৶पणःथमؚਬਥ॑ीञૠஙप
జढथষढथउॉؚऽञؚॹজংॸॕঈभਹ৷पँञढथमؚਦ৷জ५ॡ
॑ೄघॊञीपؚਦ৷২भৈःষधभाਬ॑ষढथउॉऽघ؛ऽञؚ
ઝਜृোসमؚਙজ५ॡपᑨऔोथउॉऽघऋؚਊॢঝشউ
दमؚऋাઃपৱসੑ॑ਛघॊऩनभ্১पेॉଵ৶खथउॉ
ます。

(3)সૹષभৎಉपঢ়घॊহඨपणःथभଓଌହ
সૹષभৎपमؚৃતप੦तऎપभऺऊؚৃતऋऩः場
়पम়৶पऔोञપऋஅऽोथउॉऽघ؛
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2. সૹષभৎಉपঢ়घॊহඨ
平成28ফگা31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に
ついては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と
認められるものは、次表には含めておりません((注)2を参照下さい。)。

(単位：百万円)
連結貸借対照表

計上額 時価 差額

(1)ਠসलস 10,778 10,778 ―
(2)ਭুलਲ਼ෳস 16,509 16,509 ―
(3)投資有価証券

その他有価証券 2,147 2,147 ―
資産計 29,436 29,436 ―

(1)੍௸ুलେෳস 4,808 4,808 ―
(2)ಢোস 10,305 10,305 ―
(3)௸স 6,245 6,245 ―
(4)শোস(※1) 7,241 7,201 △39

負債計 28,599 28,599 △39
デリバティブ取引(※2) 26 26 ―
(※1) শোসमؚ৴ৌසपउःथಢোসधखथંखथउॉऽ

घڭফନੋभশোস॑அीथંखथउॉऽघ؛
(※2) デリバティブ取引は、債権・債務を差し引きした合計を表示しております。

(注)1. সૹષभৎभ্১ధलपથଊलॹজংॸॕঈਬपঢ়घॊ
事項

資産
(1)ਠসलসؚధलप(2)ਭুलਲ਼ෳস
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、
当該帳簿価額によっております。
(3)投資有価証券
時価については、株式は取引所の価格によっております。

負債
(1)੍௸ুलେෳসؚ(2)ಢোসؚल(3)௸স
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、
当該帳簿価額によっております。
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(4)শোস
ৎपणःथमؚ੪ਹসभ়ੑપؚ॑ৗૠपभো॑ষढञৃ়प୳
औोॊਹ૨दસॉਬःञਠகपेॉखथउॉऽघ؛

デリバティブ取引
ৎमؚਬসਃঢ়ऊैંऔोञતಉप੦तऌखथउॉऽघ؛

2. ৎ॑པघॊऒधऋாीथधੳीैोॊসૹષ
(単位：百万円)

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 258
上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め
られるため、「(3)投資有価証券」には含めておりません。

൛ಉਂਓपঢ়घॊି੶

1. ൛ಉਂਓभ૾யपঢ়घॊহඨ
当社及び一部の子会社では、東京都その他の地域において、賃貸用のオフィス
ビル(土地を含む。)、工場・倉庫等を有しております。

2. ൛ಉਂਓभৎपঢ়घॊহඨ
(単位：百万円)

連結貸借対照表計上額 時価
8,875 16,132

(注)1. ৴ৌසੑપमؚ੭ਉऊैేྸੑપ॑ඓखञসપद
あります。

2. ਊଜभৎमؚधखथਗभਂਓ༓ಉपेॉऔोञসપद
あります。

１株当たり情報に関する注記

1.１株当たり純資産額 471円02銭

2.１株当たり当期純ਹஇ 37円94銭
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個 別 注 記 表

重要な会計方針

1.資産の評価基準及び評価方法
(1)有価証券

子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法

その他有価証券
時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、

৸ෞৱਓઉো১पेॉ૪৶खؚਲ਼ేਉमؚ
平均法により算定)

時価のないもの 移動平均法による原価法
(2)デリバティブ

時価法
(3)たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産
௬੦मਉ১قઽஇਙभৣपेॊજॉৣऑभ্১كपेढ
ております。
製 品 売価還元法
仕 掛 品 ౫માपणःथमਈીலোਉ১ؚௌਜા؞৽ાप

ついては実際発生額の合計額であります。
原 材 મ 最終仕入原価法
貯 蔵 品 最終仕入原価法

2.固定資産の減価償却の方法
(1)有形固定資産(リース資産を除く)

૨১पेढथउॉऽघ؛
ただし、平成10ফڰা１ਰఋ੭खञ૦(建物付属設備を除く)につ
いては、定額法によっております。
ऩउؚऩິ৷ফਯमઃभधउॉदघ؛

建物 50ফع15
構築物 50ফع10
機械及び装置 ８ফ
ઈဦ ফڰ
工具、器具及び備品 ফڲعڮ
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また、平成19ফگা31日以前に取得したものについては、償却可能限
২પऽदేऋીവखञโফऊैڱফदಉేघॊ্১पेढथउ
ります。

(2)無形固定資産(リース資産を除く)
定額法によっております。
ऩउؚऩິ৷ফਯमઃभधउॉदघ؛

ソフトウエア(ঽਹ৷ী)  5ফ(पउऐॊਹ৷૭ચ)
のれん 5ফ

(3)リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
জش५॑ິ৷ফਯधखؚଋோપ॑८টधघॊપ১पेढथお
ります。

3.ਬਊসभੑ੦
(1)貸倒ਬਊস

ઝਥभोपेॊଷपइॊञीؚಹઝਥपणःथमৰౚ૨
पेॉؚೃઝਥಉ્भઝਥपणःथमશपઽ૭ચਙ॑ྠ੧
खؚઽਂચৄપ॑ੑखथउॉऽघ؛

(2)ೖଖਬਊস
జ৩पৌघॊೖଖभ੍ஔपౄथॊञीؚਊহফ২ଜਰఋपउऐॊ੍
ஔৄપभअठؚਊহফ২पരघॊ੍ஔৌपৌૢघॊসપ॑ੑ
上しております。

(3)૽৩ೖଖਬਊস
૽৩पৌघॊೖଖभ੍ஔपౄथॊञीؚਊহফ২पउऐॊ੍ஔৄપ
に基づき計上しております。

(4)ஔહਬਊস
జ৩भஔહपइॊञीؚਊহফ২ଜपउऐॊஔહઝਜ
लফসৱਓभৄપप੦तऌੑखथउॉऽघ؛
ஔહৄપभషര্১
ஔહઝਜभपँञॉؚஔહৄપ॑ਊহফ২ଜऽदभ
期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

ਯ৶ੑभ୷౮भા৷૪৶্১
ਯ৶ੑभ୷౮मؚহফ২भেৎपउऐॊజ৩भଋோ
ඐਜਰभभফਯ(ڱফ)による定額法により按分した額をそ
れぞれ発生のโহফ২ऊैા৷૪৶खथおります。
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(5)૽৩༸ௌਬਊস
ഁ૽लষ૽৩भ༸ௌসभ੍ஔपइॊञीؚૠप੦तऎਊ
হফ২ଜਏ੍ஔપ॑ੑखथउॉऽघ؛

4.その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1)ヘッジ会計の方法

a ヘッジ会計の方法
્૪৶भਏ੯॑ञखथःॊসਹ५ডॵউਬपणःथؚਊჾ્૪
৶पेढथउॉऽघ؛

b ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段
সਹ५ডॵউ

ヘッジ対象
সਹपेॉ୶॑ਭऐॊশোসਹඅ

c ヘッジ方針
ਊਚभഅੳুਢ॑ষढञदؚোসਹඅभসਹজ५ॡ॑
ೂघॊ৯पेॉؚসਹ५ডॵউ॑ਹ৷खथउॉऽघ؛

d ヘッジ有効性評価の方法
সਹ५ডॵউपणःथम્ؚ૪৶पेढथःॊञीؚથਙभ௬भ
ਖ਼॑റखथउॉऽघ؛

(2)ஔહपબॊভੑ૪৶
ஔહपબॊੳਯ৶ੑभ୷౮भভੑ૪৶भ্১मؚ৴ੑ
છథपउऐॊऒोैभভੑ૪৶भ্১ध౮ऩढथउॉऽघ؛

(3)ાઘಉभভੑ૪৶
ાઘल্ાઘभভੑ૪৶मؚ税抜方式によっており、資産に係
ॊඓৌਗાઘल্ાઘमਊহফ২भા৷धखथ૪৶खथ
おります。

(4)外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
ਗో૦সබઝਥઝਜमؚৠभઉನ౹ৼৃपेॉోपఌखؚఌ
୷પमஇधखथ૪৶खथउॉऽघ؛
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ভੑ্ଉभಌ

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25ফڵা13日。以下
َ੫়ভੑ੦ُधःअك؛लَহীಉपঢ়घॊভੑ੦ُق੫ভੑ
基準第７号 平成25ফڵা13؛ਰৣَহীಉভੑ੦ُधःअك؛ಉؚ॑ਊ
হফ২ऊैి৷खؚ੭ঢ়৴ા৷॑েखञহফ২भા৷धखथੑघॊ্১
पಌःञखऽखञ؛ऽञؚਊহফ২भਰৰऔोॊ੫়पणःथमؚ
ྫऩভੑ૪৶भનपेॊ੭ਉभଦীપभৄઉखऋ੫়ফ২भโফ২
पষॎोञৃ়पमؚਊჾৄઉखऋষॎोञফ২भଋৈपৌघॊ୶પ॑યী
表示するとともに、当該影響額の反映後の期首残高を記載する方法にಌःञखऽ
す。企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）及
लহীಉভੑ੦ਸ਼57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当
হফ২भৎਡऊैలਟपॎञढथి৷खथउॉऽघ؛
この結果、当事業ফ২भਹஇؚ৽ଞਹஇलઘਬਊෞਹஇपଖइॊ୶म
ありません。
ਊহফ২भઙৱমಉੑછभৱমসभଜଋৈपଖइॊ୶मँॉऽ
せん。

貸借対照表に関する注記

1.担保に供している資産及び担保に係る債務
(1)担保に供している資産

建物 1,592百万円
構築物 47百万円
機械及び装置 229百万円
工具、器具及び備品 86百万円
土地 820百万円
計 2,776百万円

(2)担保に係る債務
ಢোস 4,600百万円
１ফନੋभশোস 1,160百万円
শোস 1,678百万円
計 7,439百万円
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2.થಕৱਓभేྸੑપ 33,517百万円
ేྸੑપपमؚଷྸੑપ॑அीथંखथउॉऽघ؛

3.ঢ়બভपৌघॊসබઝਥ及び債務
ಢসබઝਥ 19,977百万円
শসබઝਥ 3,902百万円
ಢসබઝਜ 3,145百万円
なお、区分掲記したものについては除いております。

損益計算書に関する注記

関係会社との取引高
売 上 高 47,324百万円
売 上 原 価 36,842百万円
ਲ਼ાलಹଵ৶ા 84百万円
営業取引以外の取引高 2,942百万円

株主資本等変動計算書に関する注記

ਊჾহফ২ଜपउऐॊঽഞઙૄभரథलઙૄਯ
普通株式 8,809,682株
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税効果会計に関する注記

భઘসৱਓलభઘসઝभেभऩਉશभ
భઘসৱਓ

たな卸資産評価損 20百万円
ೖଖਬਊস 268百万円
関係会社株式評価損 752百万円
ঢ়બভলৱস௬ 72百万円
ஔહਬਊস 234百万円
ਬਊস 71百万円
減損損失 212百万円
௭ಳস 557百万円
その他 274百万円
భઘসৱਓ৵ੑ 2,463百万円
評価性引当額 △1,810百万円
భઘসৱਓ়ੑ 653百万円

భઘসઝ
ଅಓೠয়স △81百万円
૦ಉಓೠয়স △54百万円
્શేস △25百万円
जभથଊ௬୷પস △50百万円
その他 △11百万円
భઘসઝ়ੑ △224百万円
భઘসৱਓभෞપ 429百万円

১যઘಉभઘ૨भಌपेॊభઘসৱਓलభઘসઝभসપभఊਫ

َਚ੭ઘ১ಉभ॑ਫघॊ১ُल্َઘ১ಉभ॑ਫघॊಉभ১
ُऋਛ28ফگা29पবভदਛয়खञऒधपൣःؚਊহফ২भభઘস
ৱਓलభઘসઝभੑقञटखؚਛ28ফڰাڭਰఋੰऔोॊुभप
ॊكपઞ৷खञ১ৰઘ૨मؚহফ২भ32.2٫ऊैؚઽྼम੍௸ऋৄ
込まれる期間が平成28ফڰাڭऊैਛ30ফگা31日までのものは30.8％、
平成30ফڰাڭਰఋभुभपणःथम30.5٫पजोझोಌऔोथउります。
ऒभઘ૨ಌपेॊੑછథपଖइॊ୶मೄदँॉऽघ؛
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関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等

属性 会社等の名称
議決権等の

所有(被所有)
割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の
内容

ਬসપ
(百万円) 科目 期末残高

(百万円)

子会社 SMK Electronics Corporation,
U.S.A.

所有
直接100

当社製品の販売
役員の兼任

売上
(注)１ 18,867 ਲ਼ෳস 5,152

子会社 SMK Hungary Kft. 所有
直接100

当社製品の販売
ৱসभରஃ

ৱসभહ
(注)２ 645 ಢહস 614

子会社 SMK Electronics (H.K.) Ltd. 所有
直接100

当社製品の販売
ৱসभରஃ

ৱসभહ
(注)２ 4,712 ಢહস 4,375

子会社 SMK Trading (H.K.) Ltd. 所有
間接100 当社製品の販売 売上

(注)１ 9,024 ਲ਼ෳস 1,654

子会社 SMK Electronics (Dongguan) 
Co., Ltd.

所有
間接100 同社製品の購入 仕入

(注)１ 15,044 େෳস 1,386

子会社 SMK Electronics (Shenzhen) 
Co., Ltd.

所有
直接100 当社製品の販売 売上

(注)１ 579 ਲ਼ෳস 609

子会社 SMK Electronics Trading 
(Shanghai) Co., Ltd.

所有
直接100

当社製品の販売
役員の兼任

売上
(注)１ 2,377 ਲ਼ෳস 645

子会社 SMK Electronics Int’l Trading 
(Shanghai) Co., Ltd.

所有
間接100

当社製品の販売
役員の兼任

売上
(注)１ 4,415 ਲ਼ෳস 1,013

子会社 SMK Electronics Singapore Pte. 
Ltd.

所有
間接100 当社製品の販売 売上

(注)１ 3,715 ਲ਼ෳস 1,180

子会社 SMK Electronics (Malaysia) 
Sdn.Bhd.

所有
直接100

当社製品の販売
同社製品の購入
役員の兼任

売上
(注)１ 2,563 ਲ਼ෳস 993

子会社 SMK Electronics (Phils.) 
Corporation

所有
直接100 同社製品の購入 仕入

(注)１ 11,845 େෳস 948
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属性 会社等の名称

議決権等の
所有(被所有)

割合
(％)

関連当事者
との関係

取引の
内容

ਬসપ
(百万円) 科目 期末残高

(百万円)

子会社 昭和エンタプライズ㈱ 所有
直接100

リース契約の締結
ৱসभରஃ
担保の受入
役員の兼任

ৱসभહ
(注)２ 990 ಢહস 990

担保の受入
(注)３ 394 ― ―

子会社 KOSCO㈱ 所有
直接100

ৱসभରஃ
役員の兼任

ৱসभહ
(注)２ ― ಢહস

শહস
240

2,100

子会社 SMK-LOGOMOTION㈱ 所有
直接51

ৱসभରஃ
役員の兼任

ৱসभહ
(注)２ 1,910 শહস 1,802

（注）取引条件及び取引条件への決定方針等
1. 市場価格、総原価を勘案して取引価格を決定しております。
2. ৱসभહपणःथमؚৃসਹ॑ྠ੧खथਹ૨়॑৶पৠखथउॉ

ます。
؛ষোपणऌؚਊਥ॑ਝखथउॉऽघ؝3

１株当たり情報に関する注記

1.１株当たり純資産額 387円52銭

ઙਊञॉਊෞਹஇڭ.2 20円94銭


